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アナログHD IRカメラ(1080p)
クイックガイド

HCＤ-E6070R
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注意
感電の恐れがあるため、本体を分解しないでください。修理は販売代理店にお問い合わせ
ください。

警告
◦ 火災や感電の恐れがあります。製品を雨や湿気に晒さないでください。
◦ 損傷を防止するため、本製品を設置説明に従って床/壁にしっかりと取り付けてください。	
◦ 必ず仕様書で指定されている標準アダプタを使用してください。	
◦ 他のアダプタを使用すると、火災、感電、製品の故障の原因になります。
◦ 電源コードを誤って接続すると、爆発・火災・感電など故障の原因になります。	
◦ �1つのアダプタに複数のカメラを接続しないでください。 許容能力を超えると異常な発

熱や火災の原因になります。	
◦ �電源コードを電源コンセントにしっかり差し込んでください。 接続が完全でないと火 災

の原因になることがあります。
◦ �カメラを設置する際にしっかりと固定してください。 カメラの落下は人身事故などの原

因になります。
◦ �カメラの上に伝導体　(例: スクリュードライバ、硬貨、貴金属など）や水の入った容器 

を置かないでください。  
火災、感電、物体の落下に起因する人身事故を招くことがあります。

◦ �本製品を湿気や埃、すすのある場所に設置しないでください。 火災や感電の原因にな る
ことがあります。

◦ �異臭や発煙が発生したら、製品の使用を中止してください。 このような場合にはただ ち
に電源をオフにして、 
販売代理店にお問い合わせください。 このような状態で使用 し続けると、火災や感電
の原因となります。

◦ �本製品が正常に動作しない場合は、販売代理店にお問い合わせください。 本製品は絶対
に分解または改造しないでください。 (製造販売者は未許可の改造や修理ミスに起 因す
る問題に対して責任を負いません)

◦ �お手入れの際、製品のパーツに直接水を噴霧しないでください。 火災や感電の原因にな
ることがあります。

注意
1.  �製品に物を落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。 過度の振動や磁器妨 害

のある場所に近づけないでください。
2.  �高温(55°C以上)、低温(-30°C以下)、高湿度の場所に設置しないでください。 火災や 感

電の原因になることがあります。
3.  �一度取り付けた製品を移動する場合には、電源がオフになっていることを確認してか ら

移動あるいは設置してください。
4.  �雷雨のときは、電源プラグをコンセントから抜いてください。 この作業を怠ると製品 の

発火や損傷の原因になります。
5.  直射日光や放熱源に近づけないでください。 火災の原因となります。
6.  通気性のいい場所に設置してください。

安全のために
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7.  �CMOSイメージセンサーに損傷を与える可能性があるので太陽のような極度に明るい 物
体にカメラを直接向けないようにしてください。

8.  �機材に液体をこぼしたりかけたり、液体が入った物体を機材の上に載せたりしないで く
ださい。

重要な安全ガイド
1.	 本書の説明をよく読んでください。

2.	 本書の指示を守ってください。

3.	 すべての警告に留意してください。

4.	 すべての指示に従ってください。

5.	 本製品を水のそばで使用しないでください。

6.	 お手入れは乾いた布のみを使用して行ってください。

7.	 ラジエータ、熱レジスタ、あるいは熱を発するその他の装置（アンプなど）などの熱源
のそばに設置しないでください。

8.	   �メーカーが指定する付属品のみを使用してください。

9.	   �三脚、ブラケットはメーカー指定のもの、あるいは製品と一緒に販売されたもののみ
を使用してください。

10.	  �雷雨のときまたは長期間使用しない場合は、電源プラグを抜いてください。

11.	  �すべての修理は販売代理店にご依頼ください。装置内に液体がこぼれた、あるいは異
物が混入した、製品を雨または湿気にさらした、正常に動作しない、あるいは落とし
たなど、装置になんらかの損傷を与えた場合は、修理を依頼してください。

12.	 �製品取付け時に力を入れ過ぎると、カメラが損傷し、誤作動を起こす場合があります。 
適切でないツールを使用して製品を力まかせに取り付けると、カメラが損傷する場合
があります。

13.	 �化学物質やオイルミストが存在する、または生成される可能性のある場所には製品を取
り付けないでください。大豆油のような食用油によって製品が損傷を受けたりゆがんだ
りするため、キッチンやキッチンテーブル付近には製品を取り付けないでください。 
製品に損傷を与える原因となります。

14.	 �製品を取り付ける場合、製品表面が化学物質で汚染されないように注意してください。 
クリーナーや接着剤のような化学溶剤は、製品表面に深刻な損傷を与える原因となり
ます。

15.	�推奨されない方法で製品を取り付け/取り外した場合、製品の機能/性能は保証できま
せん。 
ユーザーマニュアルの”取付けと接続”を参照して製品を取付けます。

16.	 水中での製品の取付けや使用は、製品への深刻な損傷の原因となります。
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項目 名称

① ドームカバー

② カメラベース

③ バリフォーカルレンズモジュール　（2.8～12ｍｍ）

④ 回転ベース ： 回転角度を調整します。

⑤ パンイングベース　：　カメラの左右パンイングを調整します。

⑥ 電源入力端子　(DC12V)

⑦
映像出力端子 ： �映像信号が出力される端子です。　AHD　DVRの映像入力端子に接

続してください。

設置関連注意事項
カメラを設置する前の注意事項です。

・カメラは壁面や天井の安定的な場所に設置してください。

・�ケーブルが曲がるか電線が損傷されている場合は、製品の損傷や火災の原因になる可能
性があります。

・カメラを設置する時には工事周辺の安全に注意してください。

カメラ設置
1. �設置場所を選択します。 基本構成品の3つのネジでカメラブラケットを壁面乃至は天井

に固定します。

2. DC12V電源をカメラに接続します。

各部の名称

設置
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ドームカバーを時計反対方向に回すとドームカバーとカメラベースが分離されます。

設置

1. �カメラを設置する位置を選択します。基本構
成品の3つのネジを使用してドームベースを
壁面や天井に固定します。

2. �ＤＣ12Ｖの電源をカメラに接続します。

3. �カメラの位置を調整して希望する領域を向け
るように調整します。

4. �ドームカバーとカメラベースを組立てて固定
します。

ネジ：ＴＡ3Ｘ 25＊3個

ドームカバー

時計反対方向に回します。

MM `` カメラは必ず安定している場所に設置して
ください。
`` カメラレンズ部が汚れないように注意して
ください。

取外し
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カメラを使用する前にカメラをAHD　DVRに接続してください。 (SRD-894Nとの接続)

COAX機能設定
1. �DVRの＜デバイス＞画面で上/下ボタン（▲▼）を使用して＜カメラ＞に移動し、

[ENTER]ボタンを押して＜PTZ＞を選択します。 

2. �方向ボタン （▲▼◀▶）を使用して該当する項目に移動してポート項目から
＜Coaxial＞を選択します。 
ポート項目は＜RS-485＞及び＜Coaxial＞2つから選択可能です。

3. �ＰＲＯＴＯＣＯＬ設定メニューから‘ＡＵＴＯ’を選択してください。ＳＤカメラの場合は、 
PELCO-C protocolが自動選択されます。

4. OKボタンを押すと、設定情報が保存されます。

単位：ｍｍ

カメラとデバイスとの接続

外観寸法図

CoaxialCoaxial

Coaxial

Coaxial

Coaxial

Coaxial

Coaxial

Coaxial

Coaxial

DVR

Monitor
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仕様
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